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課題名：機能性を強化したきのこの成分育種及び栽培技術の開発 
主査氏名（所属）：石原光朗（きのこ・微生物研究領域） 

担当部署：きのこ・微生物研究領域、九州支所 
参画機関：北海道立林産試験場、長野県林業総合センター、三重県科学技術振興センター、福岡県森林林業

技術センター、静岡大学農学部、九州大学大学院農学研究院 

研究期間：平成１６～１８年度 
 
１．目的 
 機能性を強化したきのこ品種を中山間地のきのこ栽培に導入し、低価格・量産の外国産や大手企業産と

の差別化を図り、安全で良質な国産きのこの地産地消型の持続的生産・安定供給の体制づくりを目的とす

る。ブナシメジ、ハタケシメジ、ヤマブシタケ、マンネンタケなどのきのこ特有の各種機能性成分を高め

る成分育種及び栽培技術の開発、生シイタケの免疫多糖含量を高める栽培技術の開発、嗜好に応じて乾シ

イタケのニオイ成分量を制御できる栽培技術の開発を行う。 
 
２．全期間における研究成果の概要 

高血圧症（ブナシメジ、ハタケシメジ）、認知症・アルツハイマー症（ヤマブシタケ）、骨粗鬆症（マ

ンネンタケ）などの生活習慣病を予防できる機能性成分の高含有量菌株の評価手法、交配菌株から優良菌

株の選抜、優良菌株の種菌の維持などの検討を行った。免疫多糖（レンチナン）高含有の生シイタケの栽

培技術の開発では、中国産との差別化を目標に、レンチナン高含有の優良菌株の選抜や子実体生育期の栽

培条件によるレンチナン含量の変動を調べた。通常の発生温度（15℃）より低温の発生温度（11℃）でレ

ンチナン含量が高くなった。シイタケ交配菌株の量的形質遺伝子座（QTL）の解析により、胞子菌株の違

いが安定的に反映されるものと判断された。シイタケの菌糸成長を制御する遺伝子座の１つ(Legrpda1)を連

鎖地図の連鎖群２に載せた。臭いは食品の価値を左右する重要なものであるが、官能試験により乾シイタ

ケの嗜好性の分布は5年前に比べて変化のないことが分かった。子実体発生の1ヶ月前に、培地中にシステ

インとグルタミン酸の混合液を菌床に塗布または注入処理することにより、乾シイタケの臭い成分量を増

強できることが分かった。原木へのシステインおよびグルタミン酸の混合液の注入処理により、コントロ

ールに比べて約３倍のレンチニン酸を含有する子実体を得た。 
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４．評価委員氏名（所属） 
 福井陸夫・全国食用きのこ種菌協会技術顧問 
 
５．評価結果の概要 

福井評価委員から、「研究課題の成果は目標を十分に達成した」との評価を受けた。評価コメントの概

要は以下の通りである。 
昨年のポジティブリスト制度の導入により、中国産生しいたけの輸入量は減少した。しかしながら、国

際的な民間ＧＡＰの動きもあり、中国ＧＡＰがＪ－ＧＡＰと同列となった場合、再び国内生しいたけ生産

者は危機的状況に陥ることが予想される。当該試験結果は機能性成分を高含有するきのこを創出するとと

もに、これらきのこの育種選抜方法を確立したものと言える。これらのきのこが中山間地の栽培に導入さ

れ、外国産や大手企業産との差別化を図ることができ、産品の付加価値が高まることは、当該地域のきの

こ栽培の復活と雇用促進に結びつくものと期待される。さらに、自然環境の維持、循環資源の活用にも大

いに役立つこととなる。また、乾燥しいたけの香り成分を含め、機能性の付与により付加価値を高めたき

のこは国内のみならず、海外の嗜好ならびに健康志向に応じて輸出できる可能性を保有しており、今後の

中山間地域に根ざしたきのこ産業の発展が大いに期待できるところである。             

 今後は菌株性能を安定的に保持する技術開発や当該きのこの加工・調理・保存技術等に関する研究開発

が必要になると考える。 
 
６．評価において指摘された事項への対応 

 ハタケシメジの育種選抜した菌株で、保存、継代培養を続けるうちに、雑菌汚染や活力低下により発生

量、形状等が著しく低下する劣化が認められた。発生不良現象の解明や種菌の変異予防を検討し、安定し

た種菌の維持方法ならびに優良種菌の確立のため、次期プロジェクトを提案していきたい。 
高度化事業・全国領域輸出促進型「海外の嗜好にあったきのこ及び加工品の輸出促進に資する技術開発

（平成19～21年度）」において、乾シイタケの香り調製技術の開発（森林総合研究所）、地域特産きのこ

の形質を制御する技術開発（北海道立林産試験場）、機能性の優れた地域産きのこの生産技術開発（長野

県林業総合センター）の各課題が引き継がれる予定である（応募中）。 

 


